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主要な事業内容 会社名
酸化チタン、微粒子酸化チタン、
微粒子酸化亜鉛、表面処理製品、
赤外線遮蔽酸化チタン、
光触媒用酸化チタン等の製造、販売
セリサイト製品の販売

当社
テイカ商事㈱
ジャパンセリサイト㈱

主要な事業内容 会社名
界面活性剤、硫酸、
無公害防錆顔料、
導電性高分子薬剤、
圧電材料等の製造、販売
化学工業薬品等の輸送、保管

当社
テイカ倉庫㈱
テイカ商事㈱
ティーエフティー㈱
テイカM&M㈱
TAYCA（Thailand）Co.,Ltd.
TAYCA（VIETNAM）CO.,LTD.
TRS Technologies,Inc.

酸化チタン関連事業
   汎用用途の酸化チタンは、国
内の塗料向けの販売数量は
減少したものの、世界的な需
給逼迫状態にあるなか、輸出
は堅調に推移し、売上高は前
年同期並み。

   機能性用途の微粒子酸化チ
タン、表面処理製品は、化粧
品向けのインバウンド需要
や輸出が好調に推移し、販売
数量、売上高ともに前年同期
を大きく上回る。

その他事業
   界面活性剤は、海外の連結子
会社の販売が好調に推移し、
売上高は前年同期を上回る。

   無公害防錆顔料は輸出が好
調に推移し、売上高は前年同
期を上回る。導電性高分子薬

剤はコンデンサ向けが好調に推移し、売
上高は前年同期を上回る。

   倉庫業は運賃収入が増加したことなどに
より、売上高は前年同期を上回る。圧電材
料は医療機器向けの販売が堅調に推移し、
また当期から米国TRS社の売上も寄与し
たことにより、売上高は前年同期を上回る。

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。

当社は平成30年9月30日をもちまして、第153期の第2
四半期連結累計期間を終了いたしましたので、ここに営業
の概況をご報告申し上げます。

平成30年12月

代表取締役社長

名木田　正男

売上高 売上高

トップメッセージ セグメント別の概況

▶   連結子会社の売上増が寄与したほか、機能性用途の微粒子
酸化チタンや表面処理製品の販売が引き続き好調に推移し
た一方で、製造原価の上昇などにより、増収減益。

当第2四半期連結累計期間における業績のポイント

Top Message Operating Results

連結財務ハイライト

　株主の皆様への利益還元を充実させるため、当期
の中間配当金は1株当たり16円とさせて頂きました。
年間配当金（平成31年3月期）

中間
16円

期末
16円（予定）
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情報提供およびグローバル展開

特 集

Vol.9

世界シェアNo.1事業のさらなる拡大へ

機能性微粒子製品の製造設備を新設

化粧品事業をさらに拡大
テイカ博士

製品力
 「化粧品原料事業拡大」編

テイカの事業について、わかりやすくテイカ博士がご紹介します。
第9回は「化粧品原料事業拡大」です。

テイカは化粧品原料におけるグローバルニッチトップ企業です。
　当社は日焼け止め化粧品用途の微粒子酸化チタンで約6割、微粒子酸化亜鉛で
約5割の世界シェアを獲得しています。日焼け止め用途においては、ともに世界
シェアNo.1を誇る製品です。
　今後も、これらのシェアをさらに伸ばして確固たる地位を築くとともに、世界
シェアNo.1の事業・製品を増やしていきます。

化粧品原料となる機能性微粒子製品の製造設備新設工事を開始しました。
　機能性微粒子製品（微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜
鉛等）は当社岡山工場（岡山市東区西幸西1072番地）
で製造していますが、化粧品用途を中心に国内外の販売
量が年々増加しています。
　そこで、ユーザーへの安定供給と、今後のさらなる成
長に対応するため、岡山工場の既存の製造設備を改善す
るとともに、熊山工場に機能性微粒子製品の製造設備を新設します。

　当社はこれまで、日焼け止め化粧品原料を
中心に微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛や
表面処理製品を開発・販売してまいりました。
そして現在では、皮脂吸着パウダーや赤外線
遮蔽酸化チタンの開発、さらに他社との提携
を通じてセリサイトや有機紫外線吸収剤の販
売を行うなど、取り扱い製品を拡大。日焼け
止め原料だけでなく、さまざまな化粧品原料
の取り扱いを行っています。

日焼け止め原料メーカーから化粧品原料
総合メーカーへ進化を続けています。

微粒子酸化チタン

微粒子酸化亜鉛

顔料級酸化チタン

皮脂吸着パウダー

表面処理製品

赤外線遮蔽酸化チタン

「お客様との距離をゼロに！」
がコンセプトです。
　化粧品分野に特化した研究室「テイカ
東京クリエーションラボラトリー」を
2015年（平成27年）5月に開設しました。
　当社製品を最大限にご活用頂くために、
この研究室を通じて、化粧品処方などの情報発信に努
めています。

世界シェアの拡大へ、
グローバル展開を図ります。
　当社では世界シェアの拡大に向け、グロー
バル人材の育成に注力しています。海外での
展示会に積極的に出展するとともに、英語を
はじめ、中国語やスペイン語などの言語への
対応を可能としています。

●生 産 品 目 機能性微粒子製品（微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛等）
●生 産 能 力 増 加 1,000トン/年（既存製造設備の改善を含む）
●新設設備所在地 岡山県赤磐市小瀬木50番地1　当社熊山工場内
●完 成 時 期 2019年（平成31年）2月末予定
●設 備 投 資 額 約20億円（予定）

起工式の様子（2018年4月）　　

テイカ東京クリエーションラボラトリー
（東京都中央区日本橋3-8-2）

海外での展示会の様子（左：中国、右：韓国）

テイカから世界へ！

工事中の新製造設備（2018年10月に撮影） 

機能性微粒子製品は、世界中で今後　
さらなる需要拡大が期待されています。

化粧品原料であるセリサイトを販売
する合弁会社、ジャパンセリサイト
株式会社を2017年4月に設立。

米国アシュランド社と提携、日焼け
止め化粧品原料の有機紫外線吸収剤
の国内販売を2017年5月より開始。

日焼け止め原料メーカーから
化粧品原料総合メーカーへ

今後、グローバルニッチトップ企業として、
お客様のニーズに応える高付加価値製品
の開発・製造・販売を行います。
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売上高
20,769

売上高
23,392

営業利益
3,139

経常利益
3,318

税金等調整前四半期純利益
3,273

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
2,253

営業外収益
209

営業外費用
31

営業利益
3,270

経常利益
3,367

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
2,329

売上原価
販売費及び一般管理費 

17,208
3,043

44
特別損失

法人税、住民税
及び事業税
法人税等
調整額
非支配株主に
帰属する
四半期純利益

962

29

28

営業利益
国内外での新規市場の開拓や既存取引先との関係
強化などを積極的に推進しましたが、チタン鉱石や
原燃料に係わる製造原価の上昇などにより、営業
利益は前年同期に比べ減少しました。

PO INT

株主資本

その他の包括
利益累計額

非支配株主持分

38,974
  

5,065

291

11,165
現金及び預金 10,317

現金及び預金

資産合計
58,843

資産合計
59,992

流動資産
33,630

流動資産
34,353

固定資産
25,212

固定資産
25,638

負債・
純資産合計
58,843

負債・
純資産合計
59,992

負債
15,800

純資産
43,043

純資産
44,331

11,123

2,452

11,636

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

12,145

2,299

11,193

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

流動負債

固定負債

11,020

4,779

株主資本

その他の包括
利益累計額   

非支配株主持分

37,052
 

5,718

272

流動負債

固定負債

10,834

4,825
負債

15,660
資産合計（総資産）は、
受取手形及び売掛金の
増加により、前期末に比
べ11億4千8百万円増
加しました。負債合計
は、支払手形及び買掛
金の減少により、前期末
に比べ1億3千9百万円
減少しました。純資産合
計は、利益剰余金の増
加により、前期末に比べ
12億8千7百万円増加
しました。

資産および
負債・純資産合計

PO INT

 株式の状況　（平成30年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

75,000,000株
25,714,414株

3,688名

株主名 所有株式数（千株）

三井物産株式会社 1,784
三菱商事株式会社 1,630
KBL EPB S.A. 107704 1,609
山田産業株式会社 1,470
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 1,009

（注）  当社は、自己株式2,204千株を保有しておりますが、上記には含めており
ません。

 会社概要　（平成30年9月30日現在）

設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

役 員

大正8年12月
9,855,953,999円
503名
各種化学工業薬品の製造、販売（酸化チタン、
界面活性剤、硫酸、微粒子酸化チタン、表面処
理製品、無公害防錆顔料ほか）
代表取締役社長 名 木 田 　 正 　 男
専 務 取 締 役 山 崎 博 史
常 務 取 締 役 辺 見 武 志
取 締 役 相 談 役 清 野 　 學
取 締 役 戸 澤 正 明
取 締 役 西 野 雅 彦
取 締 役 出 井 俊 治
取 締 役 田 中 　 等
取 締 役 尾 　 㟢 　 ま み こ
常 勤 監 査 役 岡 田 功 勝
常 勤 監 査 役 宮 崎 　 晃
監 査 役 山 田 裕 幸
監 査 役 山 本 浩 二

（注）  取締役 田中 等、尾㟢まみこの両氏は、社外取締役であります。常勤監査役 
岡田功勝ならびに監査役 山田裕幸、山本浩二の各氏は、社外監査役であり
ます。また、当社は株式会社東京証券取引所に対して田中 等、尾㟢まみこ、
山田裕幸、山本浩二の各氏を独立役員とする届出書を提出しております。

Stock Information  / Corporate Profile

 連結損益計算書の概要  （単位：百万円）

前第2四半期（累計）
平成29年4月1日〜平成29年9月30日

当第2四半期（累計）
平成30年4月1日〜平成30年9月30日

前期末
平成30年3月31日現在

前期末
平成30年3月31日現在

当第2四半期末
平成30年9月30日現在

当第2四半期末
平成30年9月30日現在

 連結貸借対照表の概要  （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements四半期連結財務諸表 株式の状況 / 会社概要

株主メモ
事 業 年 度

定時株主総会基準日

期末配当金受領株主確定日

中間配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

3月31日

3月31日

9月30日

6月下旬

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 
大阪証券代行部
電話0120-094-777（通話料無料）

電子公告
公告掲載URL　
http://www.tayca.co.jp/

（ただし、電子公告により行うことが
できない事故、その他のやむを得な
い事由が生じたときは、日本経済新
聞に公告を掲載いたします）

東京証券取引所　市場第1部

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつき

ましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証
券会社等にお問い合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますの
で、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でも
お取り次ぎいたします。

3.  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

65



http://www.tayca.co.jp/ 本印刷物は、FSC®認証紙と植物油インキを使用
しています。

テイカ 100周年へ

あの日あの時 第11回

　主に化粧品の原料である表面処理製品の本格的な生産は岡山工場長船分
工場（当時）において開始され、順調に販売数量を増やしました。さらなる
販売の伸長に対応するため、岡山県赤磐市熊山町の工業団地を購入。
2006年（平成18年）9月に熊山工場としての稼働を開始し、表面処理製品
事業の推進を図りました。

2006年9月、熊山工場が竣工

　２００４年（平成１６年）９月、大阪市中央区博労町の御堂筋エスジ－ビル
から、現在の日土地淀屋橋ビル（大阪市中央区北浜）へ本社部門を移転
しました。

2004年9月、
本社部門 日土地淀屋橋ビルに移転

　化粧品分野における紫外線対策への関心の高まりによる需要増加に対応す
るため、微粒子酸化チタンを主とする機能性微粒子製品の製造設備の新設
工事を岡山工場内（岡山県岡山市東区）で２００８年（平成20年）１月に開始
し、２００９年（平成２１年）４月に竣工しました。

2009年4月、
機能性微粒子製品の製造設備が竣工

新設された機能性微粒子製品の製造設備

熊山工場【左側が工場棟、右側が事務所・研究棟】
（2006年9月）

本社 日土地淀屋橋ビル


